
























































































































































































































































乱暴すぎ」( 十 ) るのに対して、綺羅子のそれは「総べてが洗練されてゐて、注意深く、神経質に、人
工の極致を尽して研きをかけられた貴重品の感」( 十 ) があるという印象を譲治は覚え、両者を花に喩











至る、いわゆる小田原事件が大正 10 年 (1921) に生起している。この間の経緯を綴った佐藤の『この三








「あゝ、驚いた。まだ＼／とても譲治さんとは踊れやしないわ、少し内で稽古なさいよ」( 十一 ) とナ
オミにその不器用さを呆れられてしまう。一方ナオミは初歩的な英語の文法事項も了解することができ
ず、幼稚な誤りを繰り返して譲治を失望させるのと裏腹に、ダンスホールでは巧みな踊りを見せ、譲治
に「あれなら見つともない事はない………あゝ云ふ事をやらせるとやつぱりあの児は器用なものだ」(
十 ) と感心させるのである。
この対比は譲治とナオミに込められた寓意的な機能を際立たせている。譲治の西洋への憧憬がきわめ
て観念的な次元にあっただけでなく、彼自体がもともと観念的な人間として象られているのであり、彼
が読み書きの英語をこなすことができる反面、英会話が苦手でダンスもろくに踊ることができない人物
として描かれるのは、そうした輪郭を浮上させるとともに、その対極的な存在としてナオミを前景化す
ることになる。前に触れたように、譲治のこうした〈西洋〉への関わり方が、彼に仮託された近代日本
と西洋との関係性の比喩をなしている。〈西洋〉への強い憧憬を抱いて接近や模倣を試みるものの、結
局その内実を内在化することができないで疎外されてしまうというのは、近代の日本人が現代に至るま
で繰り返してきた愚行であろう。中村光夫は『痴人の愛』について、その西洋理解の浅薄さを批判して
いる 6 が、むしろそれは谷崎が内包する近代批判を前景化するための前提にほかならなかった。
4.	 神と娼婦の間
そして『痴人の愛』でさらに意識的に仮構されているのは、ナオミにはらまれたこうした野性が彼女
を娼婦化する力として作動することである。ナオミは谷崎作品のなかでとりわけ烈しい野性をはらん
だ女性であると同時に、もっとも娼婦的な存在として造形されている。ダンスホールの場面で、譲治は
ナオミに多くの若い男性の知己があることを知って不安になるが、そこにいた熊谷や浜田といった男た
ちとナオミは性関係を持っていただけでなく、その関係の環はそれ以降無際限に拡がっていき、熊谷た
ち自身からも侮蔑的な眼差しが向けられるに至る。このナオミの娼婦化については、「だれからも所有
されることによってだれにも所属しない女」であることによって、「超越的」で「彼岸的」な存在とな
るという野口武彦の評言 7 が知られるが、野口はナオミの「娼婦性」をやはり「悪」の顕現として捉え、
それによって女性の「「聖」化」が果たされるとしている。この把握はナオミの作中における象徴性を
考えるうえで現在でも有効な図式だが、客観的に見ればナオミは世間に珍しくない性的にふしだらな女
であるにすぎないともいえ、それ自体が超越的な聖性を彼女に付与しているとは思いがたい。
むしろ考慮すべきなのは、売色を生業とすることで神に接近することのできる存在と見なされていた、
6　中村光夫『谷崎潤一郎論』( 河出書房、1952)。
7　野口武彦『谷崎潤一郎論』( 前出 )。
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古代や中世の遊女たちとの繋がりであろう。谷崎はナオミを娼婦的な存在として形象する際にこうした
遊女たちのイメージを取り込んでいたと考えられ、また彼女たちが主に活動する場が江口、神崎といっ
た上方であったことを踏まえれば、この関東地方を舞台とし、カフェー、シネマ、ダンスホールなどの
大正末期の都市モダン文化をちりばめた展開する作品が、関西移住後に書かれたことの意味が浮上して
くるのである。
古代や中世の日本において遊女が神性、聖性をはらんだ存在でもあったことは平安時代の今様集であ
る『梁塵秘抄』などによって知られるが、ここでは「釈迦の御法は多かれど、十界十如ぞすぐれたる、
紫磨や金の姿には、我らは劣らぬ身なりけり」、「佛も昔は人なりき、我等も終には佛なり、三身佛性具
せる身と、知らざりけるこそあはれなれ」などのように、これを歌っていた遊女たちが、来世には仏に
生まれ変わることへの希求を込めるとともに、自身を仏に重ね合わせる主題をもつ今様が少なくない。
これは古代から巫女が遊女でもあった職能の重なりから、神仏への近しさを遊女たちが備えていたこと
の反映として眺められる。
その近しさをより端的に物語っているのがよく知られた能の『江口』で、江口の遊女であった女が、
後場で霊としての真の姿を現した後に普賢菩薩に転じるという展開をもつこの夢幻能で、シテの女は「罪
業深き身と生れ、ことに例少き河竹の流れの女となる、前の世の報まで、思ひやるこそ悲しけれ」と遊
女として生きた自身の境涯を悲しみながらも、「思へば仮の宿に、心留むなと人をだに、諫めしわれなり」
という、遊女の身でありながらこの世のはかなさを説くこともあった生前の功徳からか、「これまでな
りや帰るとて、すなはち普賢、菩薩とあらはれ」という変身を最後に遂げるのである。
こうした文芸、芸能に見られる遊女と神仏との連関については、巫女と遊女の起源的な同一性を主張
する柳田国男の見解 8 をはじめとして、多くの言説が積み重ねられてきている。中山太郎は神社を中心
として遊郭が発達することが多かったことを指摘し、『梁塵秘抄』中の「住吉四所の御前には、顔よき
女体ぞおはします」の歌における「顔よき女体」が「神社に附属していた神の采女の末」としての遊女
を意味していると述べている (『日本巫女史』大岡山書店、1930)。また近年においても佐伯順子は『遊
女の文化史――ハレの女たち』( 中央公論社、1990) で、巫女と遊女の関係について、「巫女が遊女に転
身」していくのではなく、「遊女という表現そのものが、そのまま巫女という意味を、かつては有して
いたのである」と述べて、両者を同一視する見解を提示している。
この巫女と遊女の重なりは、日本古典を知悉した谷崎のなかにも当然あった認識であろう。現に『蘆刈』
(1932) のなかで谷崎は大江匡房の『遊女記』のなかに「観音、如意、香炉、孔雀などといふ名高い遊
女のいたこと」が記されており、「かのおんなどもがその芸名に仏くさい名前をつけてゐたのは婬をひ
さぐことを一種の菩薩行のやうに信じたからであるといふ」という知見を語り手に語らせ、古代、中世
における遊女が神仏に仕える者でもあったことを示唆している。谷崎がナオミを娼婦的な女として造形
する動機としてあったものは、明らかに彼女を〈娼婦 - 遊女〉化させることで、こうした古典世界の文
脈のなかに置き、娼婦的な卑俗さのなかに沈めつつ彼女に聖性、神性を付与することであったと考えら
れる。そしてこの文脈をなす古典世界が、遊女たちが吉原という施設に囲われていた江戸時代のそれで
はなく、古代、中世における上方の世界であるところに、関西移住後の作品としての『痴人の愛』の所
以を見ることができるのである。
明治末期に書かれた『刺青』と大正末期の作品である『痴人の愛』との間には約十五年の時間的な隔
たりがあり、論の前半で述べた、『刺青』をはじめとする出発時の作品に流れる生命志向の基底をなし
ていた、作者と時代の両方の内に瀰漫していた抑圧感や停滞感は『痴人の愛』においては目立たなくな
8　柳田国男は『女性と民間伝承』( 岡書院、1932) で、本来遊女は「漂泊して定まつた住所の無い」生活
の様態を指した言葉で、売色を本質とはしておらず、「寧ろ遊女がもと巫女の一種であつたのです」と
述べている。
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っている。反面「大正生命主義」という用語が一般化していることにも見られるように、大正時代は明
治期に北村透谷や高山樗牛らが主唱した生命主義の興隆する時期であり、西洋列強とのせめぎあいのな
かで「坂の上の雲」を目指した明治時代とは異質な、個人が内在させた生命の力に則ろうとする流れが
顕著になっていった。谷崎自身の作品がその一翼を担っているが、武者小路実篤や志賀直哉、有島武郎
らの白樺派の作家たちもその担い手であった。
その連関は、『痴人の愛』のナオミが好んで読む小説作品として有島武郎の『カインの末裔』が挙げ
られていることにも示唆されている。ダンスホールの場面につづく章で、ナオミが読みかけの『カイン
の末裔』(1917) のページを開いたまま眠っている場面が現れる。彼女は有島を「今の文壇で一番偉い
作家だ」と言っていたことが記されるが、有島こそが人間のはらむ野性的な荒々しさが、社会、共同体
のなかに置かれた時にどのようの帰趨を辿るのかを主題とした作家であった。『カインの末裔』は北海
道の開拓村に流れてきた仁右衛門という荒々しい男が、結局この開拓村という自然と対峙する環境にお
いても周囲と調和的な関係を結ぶことができずに弾かれてしまう物語で、主人公の輪郭はナオミに谷崎
が託そうとしたものと通底するといってよい。およそ読書と縁のなさそうに見えるナオミをこうした文
芸作品と関わらせるのは不自然にも思えるが、それはこの時点ではまだ発露されていない彼女の本来的
な性格の予示として受け取られる。
そして大正時代はその一方で、第一次世界大戦による好景気を契機とする地方から都市への流入者の
増加によって、都市人口が膨張するとともに、故郷の共同体を離脱して孤独に生活する者たちが増えて
いった時代でもあった。萩原朔太郎の詩には、そうした郷里を離脱した流離感や孤独感を抱えながら、
むしろその都市の孤独を愉しもうとする人間の感覚がしばしば描かれている。『痴人の愛』の譲治も宇
都宮という地方都市の出身で、ナオミがウィエイトレスをしている浅草のカフェー「ダイヤモンド」に
彼が通い始めたのは、独り身の淋しさを癒すためでもあっただろう。そうした淋しさとの対比のなかで、
ナオミのはらむ野性が一層強度を増して作品を彩っているのである。
